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2008 年 11 月 13 日 

 

 

  

 

日立電子サービス株式会社(以下「日立電サ」、本社：東京都港区三田、資本金：50 億円、代表取締役 

社長執行役員： 百瀬 次生) は、クライアントＰＣのユーザデータをデータセンタにてバックアップ

する SaaS（※１）型「安心バックアップサービス」Powered by Iron Mountain
®（※２）を２００９年４月から

法人向けに提供開始します。 

本サービスはＰＣバックアップソリューションで実績のある株式会社日立システムアンドサービス 

(本社：東京都港区、執行役社長 三好 崇司) ほかパートナーと共に販売してまいります。 

 

■サービスの特長 

本サービスは、法人向け SaaS 型オンラインストレージサービスです。基盤となるソフトウェアは、

ＰＣデータのバックアップ／アーカイブ分野の世界的ベンダである Iron Mountain Digital が提供する

製品を用い、サービスインフラには日立電サのデータセンタ構築・運用ノウハウを適用します。 

お客さまにとってのメリットは、SaaS 型でオンラインストレージサービスと自動バックアップサービ

スを提供するため、お客さまによるインフラ設備の準備、システム構築や運用が不要となることです。 

 

また、本サービスのサービスインフラは２拠点のデータセンタで運用し、システムは二重化しており

ます。お客さまデータについては、分散管理を行うことで２４時間３６５日の高信頼サービスを提供し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．サービス全体像

ＰＣのデータバックアップをＳａａＳ型で提供するオンラインストレージ 

「安心バックアップサービス」を、来年４月から法人向けに提供開始 
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サービスを利用していただくためには、ユーザは各々のＰＣに、バックアップデータを送信するため

のソフトウェアをインストールします。ソフトウェアは前回のバックアップしたデータとの差分を抽出

し、差分データのみを自動圧縮、暗号化しバックアップします。データセンタではお客さまのデータを、

断片化され暗号化した状態でお預かりし、５世代分（１ヵ月）を管理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．バックアップ方式とデータ管理 

 

本サービスにより、ＰＣの故障・入替え・予測できない自然災害などで、ＰＣが使えなくなった場合

でも、データセンタで保管しているユーザデータを使って復元することができるようになります。また、

誤って削除したデータも世代管理しているストレージから復元することも可能です。データの復元は、

バックアップしたデータを全て復元することも、ファイル単位に必要なファイルだけを指定して復元す

ることも可能です。 

 

※１：SaaS について 

 ソフトウェアをサービスのように提供する形態で Software as a Service の略で、本サービスでは 

バックアップソフトウェアをサービスとして提供しております。 オンラインストレージをサービスと

して活用するため、Storage as a Service の意味も持たせております。 

 

※２：本サービスで活用するソフトウェアについて 

本サービスは、全世界で300万人以上が使用しているIron Mountain DigitalのPCバックアップソフト

ウェアを使用します。Iron Mountain Digitalは、情報保護・保管サービスにおける世界的トップ企業

であるIron Mountain Incorporatedのテクノロジー事業部門です。 

 

■販売開始時期 

2009 年４月（価格については現在検討中です。） 
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■日立電子サービス株式会社について 

日立電子サービスは、「お客さまの飛躍を支えるベスト・ソリューション・パートナーになる」を 

経営ビジョンに、情報システムにおける企画・調達から設計・構築、導入、運用、保守の 

ライフサイクル全体にワンストップで対応する「統合サポートサービス」を展開。 

ハードウェア／ソフトウェアが一体となった、より進化したトータルなソリューションを提供。 

全国 320 ヵ所のサービス拠点網と日立ソリューションサポートセンタを中心に、24 時間 365 日 

万全の体制で、安心と信頼の情報システムを“安心の「電サ」”が実現します。 

 

■商品・サービスに関する問い合わせ先 

日立電子サービス株式会社 マネジメントサービス事業部 

システムマネジメントサービス部 安心バックアップサービス担当【担当：野村、木本】 

TEL:03-5441-9400（ダイヤルイン）、FAX:03-5441-9260 

 

■報道機関問い合わせ先 

日立電子サービス株式会社 社長室広報グループ【担当：矢野、城戸崎（きどさき）】 

〒108-0073 東京都港区三田 3-13-12（三田 MT ビル） 

TEL：03-5441-9262（ダイヤルイン）、FAX:03-5441-9243 

E-mail:  ans1@hitachi-densa.co.jp 
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